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岡山県は低層公共建築物の木造率は高くない

林野庁資料

岡山県



この3つの事項を理解し実行したら

中大型木造建築で

岡山県産材の活用事例は必ず増えます

１．岡山県産材を使う意義

２．構造用製材品質の確保

３．コストダウン



１．岡山県産材を使う意義



注目事項

令和3年10月1日付 林野庁
「建築物に利用した木材炭素蓄積量の表示のガイドライン」

この２つの数字覚えていてください



輸入木材ではなく国産木材がこの評価対象になる理由

Q：吸収源対策として森林整備がなぜ重要なのですか

A：京都議定書のルールでは、育成林では適正に手入れされている森
林の吸収量だけが削減目標の達成に利用することが認められてい
ます。育成林を健全に保つためには、適時適切に間伐等の森林整
備を行うことが必要です。育成林を保全するために森林整備を推
進し、森林経営対象森林の面積を効率的に増やすことが、吸収源
対策につながります。また、森林を伐採した後には適切に再造林
等の更新作業を行うことも重要です。

Q：ＨＷＰ（伐採木材製品）の算定ルールが適用される木材製品と
は具体的に何ですか
A：京都議定書第二約束期間においては、ＨＷＰ（Harvested Wood 

Products）の炭素量の変化を評価し計上するルールが認められて

います（炭素貯蔵効果）HWPの算定ルールが適用されるのは、国
内の森林のうち「森林経営」を行っている育成林から生産された
「製材」、「木質パネル」、「紙」となります。



木造建築普及セミナー

ページタイトル

木造建築普及セミナー

森林・林業木材産業の現状と課題

(2021年11月林野庁HPより)



樹種・林齢別炭素吸収量



炭素蓄積量・製造時放出量

先ほどの 国産材３４トン 全体４１トン





２．構造用製材品質の確保



木造建築普及セミナー

構造材の材面の品質について

私たち建築士は今後建築基準法施行令41条をよく理解しておく必要がある。

構造上主要な部分で製材を使用する場合の注意点として材

面の品質（節、腐れ、繊維の傾斜、丸身等）が耐力上の欠

陥がないものでならない。

その様な中、木造の構造材のKD化、集成材の使用などの影響もあり、私たちが、
表面割れの木材を見る機会が少なくなっていますが、実は冬場の暖房での電気空調
使用などの影響で室内が過乾燥状態の中、室内に木材を表しにすると、集成材です
ら材面割れを生じる現象が発生する事例が増えている。
又、既存住宅状況調査で「著しいひび割れ、劣化又は欠損」などの判断としてどの
様な状態が耐力上の欠陥がないか？との判断基準が必要となる。

実はこのような現象が起きた事例の構造上問題ないと判断す
る手法として「日本農林規格ｓ構造用製材」（JAS）は材面と

強度がセットで担保されているので、上記現象が起きた時、
JAS製材を使用する事が有効となります。



木造建築普及セミナー



中大規模木造物件での製材利用の留意点

中大型木造物件において構造部に製材を使用しようとした場合、その仕様書
の元となるのは平成22年施行の「公共建築物における木材の利用促進に関す
る法律」です。

その法律を元に「木造計画・設計基準」（国土交通省大臣官房管庁営繕部監
修）が出来、その後に「公共建築木造工事標準仕様書」（国土交通省大臣官
房管庁営繕部監修）ができあがっています。

「公共建築木造工事標準仕様書」の記載には私たちがなじみのない
「日本農林規格（JAS」の内容が有ります。

又、構造計算の許容応力度計算では施行令46条1項 壁量 計算以外は
原則ＪＡＳ材が必用です。

木造建築普及セミナー



木造建築普及セミナー

木造計画・設計基準（国土交通大臣官房庁営繕部） 平成23年

木造計画・設計基準（国土交通省大臣官房管庁営繕部監修平成22年度版）抜粋
1.2 適用
この基準は、木造の官庁施設の設計に適用する。

3章 建物構造の設計
3.3 材料
3.3.2 製材の品質

製材は、建築基準法第37条及び平12建告第1446号において指定建築材料とされ
ていないため、仕様規定に定めのある場合（建築基準法施行令46条第2項等）を
除き、法令上は構造耐力上主要な部分に用いる製材をJASに適合させる必用はな

いが、構造耐力上主要な部分に用いる製材として一定の品質を確保する観点から、
原則として製材を用いる場合は製材のJASに適合する木材（JASに規定する含水率
表示SD15又はSD20）又は国土交通省の指定を受けたもの(SD20以下)（以下「製
材のＪＡＳに関する木材等」という）を用いる



木造建築普及セミナー

岡山県構造用製材ＪＡＳ認定工場



木造建築普及セミナー

本物件での具体的手法

設計図書の内容を下記内容で見直しを行いました

架構手法の再検討による木材材積削減
（大幅なコストダウン）

品質を確保した岡山県産材の使用し見せる
（ＪＡＳ機械等級区分構造用製材）

岡山県補助金の活用



３．コストダウン

431万 坪/32,000円の減額





具体的手法





壁面内結露及び腐朽

筋交部分の断熱材筋交部分が見える

接合金物は熱境部になる

木質面材の結露腐朽



















公共建築物等木づかいサポート窓口



岡山県産材での中大型木造建築を増やしましょう

終わり
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